
令和８年度  教 育 計 画 

                  四国中央市立小富士小学校  
学校番号 １６ 

校長名 大広 慎二 学級数 
８ 

（ ２ ） 

児 童 

生徒数 
８９ 教職員数 １３ 

令和８年度 グランドデザイン
四国中央市立小富士小学校

ふるさとを愛し、
ともに学び、ともに生きる

小富士っ子の育成

家庭
・生活習慣の
定着

・ＰＴＡ活動
の充実

子どもと向き合う
時間の確保

地域
・地域資源を
生かした
協働活動

・登下校時の
見守り活動

・キャリア
教育の推進

学校・学年便りや
ホームページに
よる情報発信

地域とともにある学校

子どもたちが「また明日も来よう」と思える学校

教職員が誇りを持って「自分たちの学校」と思える
学校

保護者が「通わせたい」と思える学校

地域住民が「地域の誇り」と思える学校

ころかよわせて

やさしい子（徳）

１ 一人一人が大切にされ、全ての
子どもの居場所がある学級づくり

２ 思いやりの心を育てる
道徳教育の推進

３ 心をつなぐあいさつと
「はいっ」の返事の定着

こ

んばりのきく

元気な子（体）

１ 「早寝・早起き・朝ごはん」の推進

２ 体育科の授業の充実と外遊びの奨励

３ 自他の命を大切にする
安全教育・防災教育の充実

ふ ぶんから進んで

がんばる子（知）

１ 基礎・基本の確実な習得・定着と
授業のユニバーサルデザイン化

２ 一人一人の到達度・特性に
応じた指導・支援の充実

３ 総合的な学習の時間の充実による
ふるさと学習の推進

じ

学校像

明るく楽しい学校

思いやりのある
温かい学校

保護者や地域に
信頼される学校

教師像

人間愛に満ちた教師

組織の一員として
協働する教師

創意工夫する教師

児童像

学校運営協議会
目標・ビジョンの共有

実現に向けた連携・協働

学校の教育目標

 



 

重 

点 

目 

標 

１ 未来を切り拓くたくましい子どもたちの育成 
⑴ 主体的・対話的で深い学びの視点に立った分かる授業による学習内容の確実
な定着 

⑵ ＩＣＴ(１人１台端末)の活用による「個別最適化された学び」の推進 

⑶ 「小富士タイム」を活用した読書活動と補充学習の充実 

⑷ 「特別の教科 道徳」を要とした心に響く道徳教育の推進と豊かな心の育成 
⑸ 児童一人一人の体力の実態把握を基にした体力向上の推進 

２ 一人一人を見つめる特別支援教育の充実 
○ 個別の教育支援が必要な児童への全校的な指導体制の構築 
○ 合理的配慮についての共通認識による指導・支援の充実 

○ 児童の交流及び共同学習の積極的な推進による相互理解の促進 

３ 全ての子どもたちの自信を育み、安心して学べる環境の整備 
○ 教職員一人一人の同和問題をはじめとする様々な人権課題解決への確固たる
姿勢の確立 

○ 互いの人権を尊重し、差別や偏見を解消するための実践力を育てる授業や活 
動の実施 

○ 心の居場所としての学級づくりによるいじめの未然防止及びアンケート等に
よる早期発見、早期解決 

４ 教職員の働きがいのある魅力的な職場づくり 
○ ワークライフバランスを意識した働き方への意識変革とＩＣＴ等を活用した
業務改善の推進 

○ ボトムアップの奨励による、組織の一員として、自ら考え、自ら行動するこ 

とのできる職場環境の整備 

５ 社会総がかりで取り組む教育の推進 
○ 挨拶で心をつなぎ、学校運営協議会を核とした学校、家庭、地域が一体となっ 

た「生きる力」の育成 

○ 外部人材との交流体験を核としたキャリア教育の推進 
○ 地域・関係機関と連携した防災体制の構築 

管 
理 

運 

営 

１ 人的管理 
⑴ 協働的で温かい人間関係を基盤にした働きやすい環境の整備と、風通しの良 
い職場づくり 

⑵ 地域の教育力を効果的に活用した教職員の負担軽減の実現 
 ⑶ 綱紀保持と服務規律遵守の徹底と、情熱と使命感にあふれる教師集団づくり 
⑷ 教職員の心身の健康を意識した業務改善と、ワーク･エンゲージメントや 
ウェルビーイングを大切にした個に応じた働きがい改革の推進 

２ 物的管理 
⑴ 施設設備の定期的な安全点検による事故防止 
⑵ 教育の場にふさわしい情操豊かな教育環境の構築 

３ 事務管理 
⑴ 個人情報の適切な保管・管理 
⑵ 共同学校事務室の機能を生かした適正で効果的な事務の推進 
⑶ 校務分掌の明確化と平準化及び協働体制の確立 

本
校
教
育
の
特
色 

○ 小富士三先哲をはじめ、ふるさとの物・人・ことに学ぶことを通して、ふるさ
と小富士を愛し、誇りに思うことのできる児童を育成する。 

○ 近藤篤山の「孳〃為善」の教えの下、自主的、主体的に動くことのできる児童
を育成する。 

○ 人権・同和教育を核とし、友達から学ぶ、親から学ぶ、先生から学ぶ、地域か
ら学ぶ姿勢を大切にし、心豊かで温かい児童を育成する。 

 


